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PROLENE*Soft Meshを用いた
Pre‥fascial retro‐rnuscular replacement

医療法人社団 みやざき外科 ヘルニアクリニック(院長 宮崎

恭介 )は2003年 4月 に独立型日帰り手術センターを併設した無床

クリニックとして開院し、2007年 3月 までに1950例の日帰り手術を

行なっている。内訳は鼠径ヘルニア修復術1610例 (成 人1490例 、

小児120例 )、 下肢動脈瘤ストリッビング手術250例 、痔核根治411

80例、腹壁療痕ヘルニア10例 となる。

ヘルニア門の露出

PROLENEホ Soft Meshを 用いた P「e Fascial retro―

muscular replacementに ついて

メッシュを腹直筋後面のo「e fesc a「 et「o muscu a「 space

に挿入する腹直筋後面留置法は日vesらが]976年に報告した方

法で 欧米ではR veS法と言われている。この方法は 開腹法での

メッシュを用いた腹壁歴痕ヘルニア修復術の中で 近年まで最も

使わllていた方法である.最近では メッシュの改良によリメッシ

ュの腹腔内留置・
tが主流となりつつあるが メッシュと腹腔内臓器

との癒着やメッシュの腹腔内感染は依然として解決されていない

P・腫 点である。PROLENE■ 3oft Meshを用いた日Ves,去 ま 腹

直筋後鞘と腹膜をtens On f「eeで結合開鎖できる症例であれば

メッシュと腹腔内臓器との癒着やメッシュの腹腔内感染を回避で

き 再発率も低い極めて有用な方法である。(図 ])

写真 ]

まず 伸展され罪薄化した皮膚を含む前回手術創を切除し ヘル

ニア門全周を屁出する (図 2).ヘルニア嚢は切nttし ヘルニア門

辺緑の疵痕組織を健常

筋膜が露出するところま

で切除する.ヘルニア門

の大きさは直径6cmで
あつた (図 3)。

図 1

手術適応

ヘルニアP5の直径が4cm以上の腹壁瘤痕ヘルニアにおいて

PttO LEN E*Soft Meshこ よる修復術が有用である。ただし

P日 OLENE*Soft Meshまポリブロビレンメッシュであるため

腸管との癒着が懸念される腹腔内留置による修復lljには適してお

らず 腹膜前留置法や腹直筋後面留鷹法に適してしる 。

手術手技

症例を提示する.症例は58歳 男性。贖ヘルニアlJ後 に発生し

た]8× ]8cm大 の巨大な腹壁疲痕ベルニアである (写真 ])。 術

野は消毒乾燥後 滅菌ドレープにて

'情

野を完全に被覆じ 皮膚を露

出させfJいことが感染対策上極めて重要である.

《rttn3



PERSPE⊂ TiVES

retro―muscu ar spaceの 作成とへ,レニア門の閉鎖

前腔)の剥離は 腹膜が薄

次に 鉗子で把持した左右の腹直筋と腹膜を 腹直筋の外側縁ま

で2層に剥離する。上層は腹直筋前鞘と腹直筋 下層は腹直筋後鞘

と腹膜である 。腹直筋後面と腹直筋後鞘の間は出血じやすいので

ガーゼを剥離面に押し当てるように愛護的に剥離し 細かい血管も

こまめに止血しなから剥離を進めるのがコツである。(ま た 腹部

正中創の腹壁療痕ヘルニアの場合 腹膜と腹直筋後鞘の間 (腹膜

メッシュと腹直筋後面の間にブレイク*シリコンドレイン]5F「を挿

入する (図 6).

次に 腹直筋前鞘を結合閉鎖するが この症例ではかなり大きな

腹壁症痕ヘルニアであったため 腹直筋前鞘の縫合開鎖部に緊張

く腹膜損傷の危険性が高

くなるため 腹直筋後面と

腹直筋後鞘の間の層で行

なうほうが 容易である.

下層の腹直筋後鞘と腹膜

は太いモノフィラメント糸

で縫合閉鎖する (図 4)。

がかからないように左右

の腹直筋前鞘に3カ所の

減張切開を行つた。最後

に 皮膚を縫合開鎖し

終了とする(写真2)。 創

部は減菌ドレープにて被

覆し できるだけガーゼ

交換は行わなしヽ

メッシュサイズ選択と縫合固定

次に 横方向では左右の腹直筋外緑まで+分被われ 縦方向で

はヘルニア門の上下縁から5cm離れた部位まで被われるサイズ

のPROLENE*Soft Mesh(こ の症例では]5X]5cmのメッシュ

を選択した)を選択する.

PROLENE*Sort Mesh
を 腹直筋後面の p「 e

fascial「 et「o muscula「

spaceに 挿入 (腹直筋後

面留置法)じ メッシュの

辺縁を約2cm間 隔で腹直

筋後鞘に縫合固定する.

必要に応じてメッシュ全面

も縫合固定する (図 5)。

PROLENE*Soft Meshと Iよ ?

PROLENE*Soft Meshよ ブ1吸収1生でモノフィラメントのポ

リフロピレンメッシ■であるが 一般的な50ポリフロピレンよりも

細い60ポリフロピレンで編み込んでいるため メッシュの異物量

が少なく(L ghtwe ght Mesh)柔 軟1生が向上していることが特

徴である。そのため メッシュの異物反応としての漿液腫発生が少
fJく メッシュ留置後の腹壁違和感や異物感の堅減fJ期待される。

写真2
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PROLENE*Soft
製品番号 S,MI S,MH SPMJ

直  径 76帥 ×1 5Cn 1 5cm× 1 5om 25m× 25m
1パック 111 1枚 千枚

1箱入数 6′ (ック 6′ ッヽク 3,ヽック
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